






An Exploration of the Teaching Methods for Elementary School Music Education Utilizing 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注10  ジェームス・L. マーセル（1893-1963）はアメリカの音
楽教育者であり、子どもの音楽的発達の独自性に
着目し、音楽教育に心理学的な分析を導入した。
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